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 当院は急性期病床５９床・療養期病床５６床のノスタルジックな外観の中で、地域に根差す医療を提供できる

よう日々ブラッシュアップしながら職員一同頑張っています。小さい子供からお年寄りまでの３世代を超えるご

家族の人生の中での患いを治し支えながら、患者を中心にした顔の見えるきめ細やかな医療福祉連携とともにそ

の方々に寄り添っています。 

新 見 中 央 病 院 
～ 安心できる医療で新見の皆様を笑顔に  ～ 

 

 

 急性期・療養期病態・後方リハ

ビリが必要な方を、老健や特養、

グループホームなどからも受け

入れて診療をしています。救急告

示病院としての対応、施設訪問診

療なども大切な地域の役割です。

また岡山大学、岡山済生会との

内科研修関連施設として医師を

受け入れ、地域枠医師とともに治

療方針を忌憚なく話し合う雰囲

気があります。当直や外来はその影響もあり、当院で働いていた

医師が帰ってきて診療に携わるケースも。また多職種が集まる全

入院症例カンファレンスを毎週行い、最適な医療を提供できるよ

うに検討しています。 

幅広い内科診療  

 新見市唯一の小児科専門医

として、地域の子どもたちの健

やかな成長をサポート。発熱、

咳、腹痛などの診療はもちろ

ん、発育・発達の相談など小児

特有の多岐にわたる訴えにつ

いて受け入れています。また乳幼児の予防接種は小児科専門医の

視点から親御さんにアドバイスを行っています。 

小児診療や予防接種  

 

 感染認定看護師、摂食療法認

定看護師の養成を行い、中山

間地域でも活躍できる環境を

整わせ、地域に還元できる人材

育成を行っています。 

 これからの新見の医療を支え

る熱い思いのある方との出会

いを楽しみにしています。ドク

ターネットワークは地域の医師

同士縦横の正にwebのような

つながりが特徴的。各々の専門

性を尊重し皆で助け合いなが

ら一丸となって、この地域でで

きる医療を紡いでいます。 
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医療法人思誠会 渡辺病院 

 輿石 蘭夢 先生 

医療法人緑隆会 太田病院 

 田邉 綾 先生 

 令和７年４月より渡辺病院に勤務しております、輿石 蘭夢

（こしいし らむ）と申します。 

 自治医科大学を卒業後、地元山梨県の山梨県立中央病院で初

期研修を行い、同大学岡山県出身の妻と結婚したことをきっか

けに４月から岡山県へ参りました。 

 現在は渡辺病院総合診療科で、経験の浅い中ではありますが

先生方にご指導いただきながら日々学んでおります。また新見

市湯川診療所にも週１回勤務しております。専門は皮膚科で週

１回岡山大学皮膚科にて研鑽を積んでおります。 

 まだまだ知識や経験が不足しており、ご迷惑をおかけするこ

ともあるかと思いますが、これからも新見市のために全力を尽

くしてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 令和７年度より太田病院に常勤医として勤務いたします

田邉 綾(たなべ りょう)と申します。これまでに岡山大学

病院、倉敷中央病院、笠岡第一病院で救急医・内科医とし

て経験を積んでまいりました。 

 地元、岡山の皆さまに寄り添い、「一刻を争う場面でも

最善の医療を提供すること」を信念に、日々の診療にあた 

っています。救急医療を専門としながらも、内科や外科問

わない幅広い診療経験を生かし、「何科にかかればよいか

分からない」ときにも気軽に相談していただける存在を目

指しています。特に診断のついていない症状に幅広く対応

することが得意です。地域の皆さまに安心を届けられるよ

う、誠実に、丁寧に努めてまいります。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 

 当院と川崎医科大学泌尿器科との連

携関係は半世紀ほど。小児期から後期

高齢者までの方々の様々な症状に一

つ一つ対応しています。入院施設もあ

る事で、前立腺生検や膀胱鏡、化学療

法など踏み込んだ診断治療を行います。昨今の前立腺低侵襲治療

など今後地域完結を見据えた器具の導入等も検討しています。 

泌尿器科診療  

 

 

 黄疸や肝障害はしばしば日常診

療で出会う病態です。そのような

状態の方の診断・治療に向けて、

サブスペシャリティである消化器

内視鏡・肝臓専門医として地域で

の役割を果たすべく、内視鏡や

超音波ガイド下の穿刺治療に力を入れています。悪性胆道狭

窄や膵管細胞癌への診断・姑息治療、総胆管結石など治療が

完結できるものはERLBD・MLなどを用いて加療していま

す。高齢患者も多く、転院移動の負担からも域内治療は喜ば

れています。 

ERCP/PTGBD/PTCD  

医師育成支援（医学生・研修医の受入） 



  

動 告 
活 報 新見市のドクターたちが 

活躍中です!! 

 

 
 西方公民館で「健康に歩くために」を

テーマに、長谷川紀念病院の長谷川賢也医

師が講話を、山本隆広理学療法士が運動指

導を担当しました。 

 講話では、運動機能が低下する「ロコモ

ティブシンドローム」「フレイル」「サル

コペニア」の説明、腰痛・膝痛の原因と治

療といった身近な健康課題であり、真剣に

メモを取りながら聞いていました。 

 運動指導では、長く健康な生活を目指す

ために、体幹や下肢を鍛える運動を参加者

と一緒に行いました。簡易な体力測定も行

い、一生懸命取り組んでいました。 

【お問い合わせ】 

 新見市ドクターネットワーク事務局（新見市健康医療課地域医療係） 
  〒718-8501  岡山県新見市新見３１０－３ 

  TEL：０８６７－７２－６１３０ FAX：０８６７－７２－６６１３ 

  https://www.city.niimi.okayama.jp 

【協  力】 

 岡山大学病院ダイバーシティ推進センター 
  https://www.okayama-muscat.jp/

https://muscat6.wixsite.com/niimi-dr-nw 

新見市ドク ターネッ トワークの

ホームページもチェックしてね！ 

 

  
 新見市愛育委員会井倉支部主催（井倉公

民館共催）で「乳がん研修会」が開催さ

れ、愛育委員と地域住民が参加しました。 

 渡辺病院の溝尾妙子医師が「知っておき

たい！乳がんの正しい知識」と題した講演

を行い、乳がんの基本知識・乳がん検診に

ついて・ブレストアウェアネス・自己検診

（セルフチェック）などについて学びを深

めました。 

 参加者からは「分かりやすく、勉強に

なった。娘や友人にも伝え、検診を受ける

よう勧めたい。」「学んだ乳がんの知識を

地域に広め、セルフチェックや乳がん検診

の大切さを伝えていきたい」といった声が

聞かれました。 

No.2 No.1 

 

医師育成支援 
 

【医学生・研修医の受入】 

 研修中、新見市の市長もしくは副市長と

面会し、新見市の医療の状況や医療行政の

取組などを学ぶ場を提供しています。 

 医療を行ううえで、医療機関と行政の連

携は不可欠であり、医療について現場とは

異なる視点を知り考えてもらう機会となっ

ています。 

 

 

● 職員同士の距離が近く、院内連携しやすい

環境であった。 

● 地域連携室という部署があり、退院後の自

宅療養や施設入所のサポートも対応してい

た。 

● 診療所では、病院とは異なり細かいところ

まで患者を診られていた。 

● 訪問診療では、外来と違い和気あいあいと

した雰囲気で患者との距離も近かった。 

● 産業医として対応する事業所のことを詳し

く把握していてびっくりした。 

● 地域に対する愛を感じた。 

 市内医療機関では、毎年多くの医学生及び研修医を受け 

入れており、都市部とは異なる中山間地域というフィールド

で地域医療を学ぶ支援を行っています。 

 将来、地域医療を担う医師として、もしくは地域医療の 

実情を理解し連携する医師として活躍されることを期待 

しています。 

行政との関わり 医学生コメント 

2025/7/17 (Thu) 

2025/7/17 (Thu) 

 新見市の医療機関では、毎年

３０名を超える医学生の実習や

研修医を受け入れています。 

 医学生の実習では、外来診療

や手術の見学をはじめ、病棟で

の食事介助やリハビリ、各種検

査などを学ぶとともに、訪問診

療の同行なども行っています。 

 また、研修医は、県内の医療

機関に限らず関東圏などの医療

機関からも受け入れています。 

 医師を育てることもまた医師

の仕事であり、この中山間地域

での地域医療の現場を実際に肌

で感じてもらえる環境を提供し

ています。 

地域に密着した医療現場を経験 


